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 要 旨   

目的： 

飲酒と乳がんとの因果関係を明らかにするために、前向き研究のメタ解析と、メンデルラン

ダム化研究を行った。 

方法： 

観察的関連を明らかにするために前向き研究の最新のメタ解析を行った。また、週あたり飲

酒量および病的な飲酒行動（アルコール障害と問題飲酒）への遺伝的素因を元にしたメンデ

ルランダム化分析、血中のアルコール関連 CpG部位における DNAメチル化についても検討

した。 

結果： 

飲酒と乳がんの観察的な量反応関係については、飲酒量 10g 上昇あたり 4％のリスク増加を

認めた。遺伝的に規定された飲酒量は乳がんリスクと関連しなかった。しかし問題飲酒は乳

がんリスクと関連した（オッズ比 1.76）。エピジェネティックなメンデルランダム化分析で

は、4カ所の CpG部位において、エビジェネティックな修飾が乳がん罹患リスクの上昇を示

した。 

結論： 

飲酒は、少量であっても乳がんリスクの上昇と関連し、また、飲酒による乳がんリスク上昇は

病的飲酒行動およびいくつかの CpG 部位のエピジェネティックな修飾が関与することが示

された。 

 

 


